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　戦国時代、私部には「私部城」がありました。現在、市役所北側・
交野郵便局の東側に、その城跡が残っています。この城は平城とし
て機能していましたが、平城跡がほとんど失われた府内において、
その保存状態は奇跡的だといわれています。また、市にとって貴重
な財産であると同時に、織田信長と松永久秀が激戦を繰り広げる
など、河内における戦国合戦の中心地となりました。
　初回は、私部城が両者の決戦の場となったいきさつを紹介します。

　

一
方
、
松
永
久
秀
は
信
長
が
上
洛
す

る
と
す
ぐ
に
帰
参
し
、
大
和
（
奈
良
県
）

を
支
配
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。そ
の

後
は
、
信
長
と
行
動
を
共
に
し
て
い
ま

し
た
が
、
元
亀
２
年
（
１
５
７
１
年
）
に

信
長
を
裏
切
り
、
信
長
包
囲
網
に
加
わ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。そ
し
て
、
松
永
軍

が
最
初
に
攻
め
込
ん
だ
場
所
が
私
部
城

で
し
た
。久
秀
の
拠
点
で
あ
る
大
和
か

ら
見
る
と
、
交
野
は
街
道
を
通
じ
て
河

内
国
に
入
る
玄
関
口
で
、
京
都
へ
の
主

要
ル
ー
ト
の
一
つ
で
し
た
。久
秀
が
信

長
に
戦
い
を
仕
掛
け
る
た
め
に
も
、
私

部
城
は
重
要
な
場
所
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　

京
・
河
内
・
大
和
を
つ
な
ぐ
交
通
の

要
衝
で
あ
っ
た
私
部
城
は
、
信
長
と
久

秀
の
両
者
に
と
っ
て
、
軍
事
戦
略
上
、
支

配
下
に
お
き
た
い
城
で
し
た
。こ
の
た

め
、
両
軍
が
私
部
城
を
め
ぐ
り
激
突
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　織田信長といえば、うつけ者・破天荒・冷酷非情なイメージがあるかと思いますが、
近年の研究によって、そうした信長像も変わりつつあります。
　例えば、ドラマなどではよく〝上様〟と呼ばれている信長ですが、古文書を見ると、上
洛後は家臣から「信長」と呼び捨てにされているのです。今後の研究で、信長のイメージ
は大きく変わるかもしれません。

　

織
田
信
長
は
、
本
拠
地
の
あ
っ

た
美
濃
（
岐
阜
県
）
を
離
れ
、
永

禄
11
年
（
１
５
６
８
年
）
９
月
に

上
洛
し
、
将
軍
・
足あ

し
か
が
よ
し
あ
き

利
義
昭
の
後

ろ
盾
を
得
て
、
天
下
統
一
に
近
づ

い
て
い
ま
し
た
。

　

元
亀
元
年
（
１
５
７
０
年
）
４

月
、
信
長
は
上
洛
命
令
に
従
わ
な

い
朝あ

さ
く
ら
よ
し
か
げ

倉
義
景
を
討
伐
す
る
た
め
、

越
前
（
福
井
県
）
に
侵
攻
し
ま
し

た
。し
か
し
、
信
長
の
妹
で
あ
る

お
市
と
結
婚
し
、
同
盟
関
係
を
結

ん
で
い
た
浅あ

ざ
い
な
が
ま
さ

井
長
政
は
、
朝
倉
の

味
方
を
し
て
信
長
を
裏
切
っ
た

た
め
、
戦
い
は
大
き
く
な
っ
て
い

き
ま
す
。

　

６
月
28
日
、
信
長
は
近
江
（
滋

賀
県
）
の
姉
川
で
、
浅
井
・
朝
倉

連
合
軍
を
破
り
ま
す
が
、
今
度
は

三
好
三
人
衆
が
、
摂
津
国
（
大
阪

市
）
に
あ
っ
た
野
田
・
福
島
で
挙

兵
し
、「
大
坂
本
願
寺
」（
現
在
の

石
山
本
願
寺
）
住
職
の
顕け

ん
に
ょ如

も
信

長
に
対
し
て
挙
兵
し
ま
す
。さ
ら

に
、
顕
如
に
呼
応
し
て
伊
勢
（
三

重
県
）
長
島
の
一
向
一
揆
も
起
こ

り
ま
す
。こ
れ
以
降
、
信
長
は
各

地
の
勢
力
が
相
次
い
で
敵
対
す

る
行
動
を
起
こ
し
た
「
信
長
包
囲

網
」に
苦
し
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

私
部
城
は
、
河
内
（
大
阪
府
）

で
織
田
方
に
つ
い
た
城
と
し
て

歴
史
上
に
登
場
し
て
い
ま
す
。信

長
包
囲
網
の
中
で
、
私
部
城
は
織

田
軍
に
と
っ
て
、
大
事
な
拠
点
の

う
ち
の
一
つ
で
し
た
。

昭和36年私部城跡周辺

私部村絵図

▲私部城跡（本郭）

中井均さん（考古学者）作製私部城跡縄張り図

コラム

松永久秀武者絵（月岡芳年画）
国立国会図書館

デジタルコレクションより

織田信長像模本 東京国立博物館ウェブサイトより▲

古文書から見えた

～私部城をめぐる攻防～


